
神
経
内
科
学
分
野

（
旧
神
経
内
科
学
講
座
）

北
大
に
神
経
内
科
が
正
式
に
診
療
科
と
し
て
独
立
し
た
の
は

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
五
月
、
そ
し
て
、
医
学
部
講
座
に

昇
格
し
た
の
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
で
あ
る
。
北
大
神
経

内
科
は
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
に
創
設
二
〇
周
年
を
迎
え

た
。歴

史
的
に
み
る
と
、
北
大
の
広
義
で
の
「
神
経
学
の
源
流
」

は
、
諏
訪
望
北
大
精
神
医
学
講
座
教
授
ま
で
遡
る
こ
と
と
な

る
。
諏
訪
教
授
は
「
近
代
神
経
科
学
の
創
始
者
」
と
さ
れ
る
米

国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ス
タ
ン
レ
イ
・
コ
ブ
教
授
の
も
と
に
留
学

し
て
い
る
。
そ
の
諏
訪
教
授
の
も
と
で
助
教
授
を
務
め
て
い
た

都
留
美
都
雄
教
授
が
、
脳
神
経
外
科
を
開
設
し
、
そ
し
て
、
神

経
内
科
は
こ
の
脳
神
経
外
科
を
母
体
と
し
て
誕
生
し
た
。
他
大

学
の
神
経
内
科
の
ほ
と
ん
ど
が
内
科
か
ら
分
離
独
立
し
た
の
と

比
較
し
て
、
北
大
の
「
臨
床
神
経
学
」
は
、
精
神
科
か
ら
脳
神

経
外
科
、
そ
し
て
神
経
内
科
へ
と
、
関
連
領
域
を
母
体
と
し
て

発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
欧
米
と
同
じ
土
壌
を
共
有
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

北
大
医
学
部
に
脳
神
経
外
科
が
独
立
し
た
の
は
一
九
六
五

（
昭
和
四
〇
）
年
四
月
で
、
こ
の
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年

か
ら
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
か
け
て
は
九
州
大
学
、
次

い
で
東
京
大
学
、
新
潟
大
学
に
神
経
内
科
が
独
立
し
た
時
期
に

あ
た
る
。
当
時
は
、
欧
米
に
倣
い
、
臨
床
神
経
学
を
担
う
専
門

分
野
を
神
経
内
科
と
し
て
独
立
さ
せ
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
た
時
期
で
あ
る
。
脳
神
経
外
科
を
創
設
さ
れ
た
都
留
教
授
は

米
国
に
五
年
半
に
わ
た
り
留
学
、
日
本
人
で
初
め
て
米
国
脳
神

経
外
科
専
門
医
の
資
格
を
取
得
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
う

ち
の
一
年
間
を
ボ
ス
ト
ン
市
立
病
院
神
経
内
科
デ
ニ
ー
・
ブ
ラ

ウ
ン
教
授
、
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ォ
ー
レ
ィ
准
教
授
の
も
と
で
神
経

学
、
神
経
病
理
学
を
修
め
た
。
こ
の
経
歴
か
ら
も
う
か
が
わ
れ

る
よ
う
に
、
脳
神
経
外
科
学
の
み
な
ら
ず
、
神
経
学
全
体
に
造

詣
が
深
く
、
そ
の
評
価
の
例
と
し
て
は
、
日
本
神
経
学
会
に
お

い
て
理
事
や
学
術
総
会
会
長
を
歴
任
し
た
こ
と
を
挙
げ
れ
ば
足

り
る
で
あ
ろ
う
。

北
大
神
経
内
科
の
独
立
は
、
一
門
の
努
力
は
も
と
よ
り
、
医

学
部
や
病
院
の
教
職
員
の
支
持
と
応
援
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
神
経
内
科
は
脳
神
経

外
科
学
講
座
の
中
で
育
ま
れ
て
、
そ
の
庇
護
の
も
と
発
展
し
て

き
た
。
全
国
的
に
み
て
も
、
脳
神
経
外
科
か
ら
分
家
独
立
し
た

神
経
内
科
は
、
北
大
が
唯
一
で
あ
り
、
他
大
学
の
神
経
内
科
設

立
の
経
緯
と
比
較
し
て
、
特
異
な
経
過
を
辿
っ
て
い
る
。

田
代
邦
雄
教
授
時
代
（
一
九
八
七
〜
二
〇
〇
三
）

神
経
内
科
の
初
代
教
授
は
田
代
邦
雄
現
名
誉
教
授
で
あ
る
。

田
代
教
授
は
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
北
大
医
学
部
を
卒

業
後
、
横
須
賀
米
国
海
軍
病
院
で
一
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
修

め
て
、
神
経
内
科
を
目
指
す
べ
く
母
校
北
大
医
学
部
に
一
九
六

五
（
昭
和
四
〇
）
年
四
月
に
独
立
し
た
ば
か
り
の
脳
神
経
外
科

に
入
局
し
た
。
都
留
教
授
の
助
言
に
従
っ
て
二
年
間
の
臨
床
研

修
の
後
に
、
米
国
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
市
の
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ザ
ー

ブ
大
学
（
現
ケ
ー
ス
・
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ザ
ー
ブ
大
学
）
神
経
内

科
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ォ
ー
レ
ィ
教
授
の
も
と
に
一
九
六
七
（
昭
和

四
二
）
年
七
月
に
留
学
し
た
。
こ
こ
で
、
神
経
内
科
レ
ジ
デ
ン

ト
三
年
間
、
つ
い
で
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学

神
経
病
理
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ネ
ル
ソ
ン
准
教
授
の
も
と
で
、
神
経

内
科
の
基
本
で
あ
る
神
経
病
理
レ
ジ
デ
ン
ト
を
二
年
間
、
計
五

年
間
の
在
米
生
活
の
後
に
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
八
月
に

帰
国
し
た
。
翌
年
の
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
二
月
に
脳
神

経
外
科
講
師
と
な
り
、
神
経
内
科
診
療
班
を
結
成
し
て
神
経
内

科
疾
患
の
診
療
を
開
始
、
脳
神
経
外
科
の
講
義
枠
の
中
で
、
神

経
学
の
学
生
講
義
を
担
当
し
た
。
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
当
時
の

画
像
診
断
は
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
の
開
発
の
め
ど
が
た
っ
た
程
度
で
あ
っ

た
の
で
、
論
理
的
な
局
在
診
断
と
、
今
は
廃
止
さ
れ
た
が
患
者

を
交
え
て
の
臨
床
講
義
で
実
演
し
た
流
麗
な
診
察
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
学
生
を
大
い
に
魅
了
し
た
よ
う
で
あ
る
。

脳
神
経
外
科
の
医
局
に
お
い
て
「
神
経
内
科
診
療
班
」
は
一

室
を
神
経
内
科
専
用
の
研
究
区
画
と
し
、
そ
の
「
四
研
（
脳
神

経
外
科
第
四
研
究
室
）」
と
言
え
ば
神
経
内
科
の
拠
点
、
そ
し

て
筋
組
織
化
学
診
断
部
門
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。
神
経
内
科
診

療
班
と
し
て
の
外
来
診
療
は
脳
神
経
外
科
が
手
術
日
で
外
来
診

療
を
し
な
い
水
曜
日
と
金
曜
日
を
外
来
日
と
し
た
。
こ
の
年

に
、
後
に
初
代
同
門
会
会
長
を
務
め
た
濱
田
毅
が
助
手
（
脳
神

経
外
科
よ
り
借
用
）
に
採
用
さ
れ
神
経
内
科
配
属
と
な
っ
た
。

神
経
内
科
診
療
班
は
脳
神
経
外
科
か
ら
講
師
（
田
代
）
と
助
手

（
濱
田
）
の
二
つ
の
有
給
ポ
ス
ト
を
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
活
動
の
基
盤
を
保
証
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
を

契
機
に
、
北
大
内
外
か
ら
神
経
内
科
を
学
ぶ
仲
間
が
次
々
と
集

ま
り
始
め
、
濱
田
助
手
が
退
職
の
後
、
一
九
八
一
（
昭
和
五

六
）
年
一
〇
月
よ
り
森
若
文
雄
助
手
の
発
令
が
あ
り
、
一
九
八

二
（
昭
和
五
七
）
年
一
一
月
に
は
北
祐
会
神
経
内
科
病
院
（
濱

田
毅
院
長
）
が
開
院
し
た
。
こ
れ
に
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）

年
四
月
よ
り
神
経
疾
患
の
診
療
を
開
始
し
た
国
立
療
養
所
札
幌

南
病
院
（
松
本
昭
久
医
長
）
を
加
え
て
神
経
内
科
連
携
施
設
が

二
つ
と
な
り
、
神
経
疾
患
の
外
来
か
ら
、
入
院
、
療
養
ま
で
対

応
で
き
る
体
制
が
整
い
始
め
た
。
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年

一
〇
月
に
は
神
経
内
科
専
攻
の
教
室
員
か
ら
初
め
て
の
海
外
留

学
と
し
て
、
森
若
文
雄
助
手
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
の
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ス
キ
ュ
ラ
ー
・
セ
ン
タ
ー
に
留
学

し
た
（
昭
和
六
〇
年
三
月
帰
国
）。

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
三
月
に
は
都
留
教
授
が
退
官
し

た
が
、
同
年
五
月
末
に
は
都
留
名
誉
教
授
を
会
長
と
し
て
第
二

五
回
日
本
神
経
学
会
総
会
が
札
幌
に
て
開
催
さ
れ
た
。
神
経
内

科
を
中
心
と
す
る
日
本
神
経
学
会
総
会
で
脳
神
経
外
科
の
都
留

美
都
雄
が
会
長
を
務
め
た
。
会
場
は
教
育
文
化
会
館
お
よ
び
厚

生
年
金
会
館
（
現
さ
っ
ぽ
ろ
芸
術
文
化
の
館
）、
会
長
講
演
は

「
脊
髄
、
脊
椎
疾
患
の
診
断
と
治
療
に
お
け
る
最
近
の
進
歩
」

と
題
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
総
会
を
主
催
し
た
こ
と
は
、

都
留
教
授
の
神
経
学
（
神
経
内
科
学
）
に
対
す
る
多
大
な
貢

献
、
そ
し
て
日
本
神
経
学
会
理
事
を
歴
任
し
た
実
績
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
総
会
は
北
海

道
に
お
け
る
神
経
内
科
の
発
展
・
啓
蒙
に
多
大
の
影
響
を
与
え

た
総
会
と
し
て
も
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。

都
留
教
授
の
後
を
継
い
だ
北
大
脳
神
経
外
科
二
代
目
阿
部
弘

教
授
は
、
そ
の
後
の
神
経
内
科
設
立
の
た
め
に
尽
力
し
、
日
本

神
経
学
会
理
事
を
歴
任
し
た
。
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
一

一
月
、
田
代
邦
雄
が
脳
神
経
外
科
助
教
授
に
発
令
さ
れ
た
（
写
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真
１
）。
当
時
、
助
教
授
は
文
部
大
臣
発
令
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
神
経
内
科
開
設
へ
の
展
望
が
開
け
た
。
一
九
八
七

（
昭
和
六
二
）
年
五
月
二
一
日
、
医
学
部
附
属
病
院
に
正
式
な

診
療
科
と
し
て
神
経
内
科
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
至
る
ま
で

に
、
脳
神
経
外
科
・
神
経
内
科
診
療
班
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
一
四
年
の
月
日
が
経
っ
て
い
た
。
一
九
八
七
（
昭
和
六

二
）
年
七
月
一
六
日
付
け
で
、
田
代
邦
雄
が
神
経
内
科
初
代
教

授
に
発
令
さ
れ
、
同
年
八
月
二
六
日
、
神
経
内
科
創
設
お
よ
び

教
授
就
任
を
祝
う
会
が
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
札
幌
で
開

催
さ
れ
た
。（
写
真
２
）

神
経
内
科
病
棟
は
脳
神
経
外
科
病
棟
内
の
一
二
床
を
稼
働

し
、
神
経
内
科
外
来
は
同
年
九
月
一
日
に
独
立
し
た
。
診
療
科

の
開
設
に
と
も
な
い
、
新
た
に
医
局
を
旧
医
学
部
附
属
病
院
南

病
棟
三
階
の
西
端
に
あ
る
形
成
外
科
医
局
跡
に
開
設
し
た
。
北

大
神
経
内
科
は
道
内
の
三
医
育
大
学
で
最
初
に
正
式
に
独
立
し

た
神
経
内
科
で
あ
り
、
そ
の
開
設
と
同
時
に
、
道
内
各
地
か
ら

患
者
が
殺
到
し
た
。
外
来
は
夕
方
に
な
っ
て
も
終
わ
ら
な
い

日
々
が
続
い
た
。
道
民
と
医
療
関
係
者
か
ら
の
期
待
の
大
き
さ

を
物
語
る
一
例
で
あ
る
。
診
療
科
と
し
て
の
独
立
の
喜
び
は
、

「
北
海
道
大
学
神
経
内
科－

開
設
ま
で
の
歩
み
」（
一
九
八
八
年

三
月
刊
行
）、「
北
大
脳
神
経
外
科
同
門
会
誌

第
四
号

神
経

内
科
創
設
・
田
代
教
授
就
任
記
念
特
集
号
」（
一
九
八
八
年
七
月

刊
行
）
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
九
（
平
成
元
）

年
一
〇
月
に
は
、
森
若
脳
神
経
外
科
助
手
が
神
経
内
科
助
教
授

に
昇
任
し
た
。

以
上
は
神
経
内
科
設
立
の
経
緯
で
あ
り
、
や
や
詳
し
く
述
べ

た
。
そ
の
後
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
附
属
病
院
新
棟
完

成
に
と
も
な
い
、
神
経
内
科
は
二
〇
床
に
増
床
さ
れ
、
専
門
の

看
護
体
制
も
敷
か
れ
た
。
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
四
月
に
医

学
部
神
経
内
科
学
講
座
に
昇
格
し
、
助
手
一
名
の
定
員
増
に
よ

り
、
菊
地
誠
志
助
手
の
採
用
が
あ
っ
た
。
一
九
九
五
（
平
成

七
）
年
四
月
七
日
に
は
北
大
医
学
部
神
経
内
科
同
門
会
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
て
、
北
祐
会
神
経
内
科
病
院
濱
田
毅
院
長
が
初

代
会
長
に
就
任
し
た
。
同
年
、
四
月
二
二
日
に
は
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
神
経
内
科
学
講
座
開
設
記

念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
（
写
真
３
）。
祝
賀
会
の
模
様
と
一

写真１ 助教授発令を祝って参集した関係者一同

写真２ 診療科開設と教授就任を祝って参集した関係者一同

写真３ 講座開設当時の関係者一同
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同
の
喜
び
は
、「
北
海
道
大
学
神
経
内
科
の
歩
み｜

そ
の
誕
生

か
ら
診
療
科
、
講
座
そ
し
て
大
学
院
研
究
科
ま
で
」（
一
九
九
九

年
一
二
月
刊
行
）
に
詳
し
い
。

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
四
月
、
定
員
増
が
あ
り
、
佐
々
木

秀
直
講
師
の
採
用
、
こ
れ
で
神
経
内
科
の
医
学
部
付
き
有
給
ポ

ス
ト
は
四
（
教
授
一
、
助
教
授
一
、
講
師
一
、
助
手
一
）
と

な
っ
た
。
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
に
大
学
院
化
に
伴
い
大

学
院
医
学
研
究
科
神
経
病
態
学
講
座
神
経
内
科
学
分
野
と
名
称

を
変
更
。
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
六
月
、
附
属
病
院
管
理

棟
の
改
修
に
伴
い
、
医
局
は
旧
南
病
棟
か
ら
管
理
棟
二
階
に
移

転
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
初
め
て
研
究
室
も
本
格
的
に
整
備
さ

れ
、
診
療
の
み
な
ら
ず
教
育
や
研
究
の
基
盤
を
得
た
と
言
え
よ

う
。
そ
の
成
果
は
教
室
で
主
催
し
た
学
会
活
動
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）

年
二
月
に
は
第
一
一
回
日
本
神
経
免
疫
学
会
学
術
集
会
（
東

京
）、二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
三
月
に
は
第
三
五
回
脳
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
北
大
学
術
交
流
会
館
）、
同
年
六
月
に
は
第
一

八
回
日
本
神
経
治
療
学
会
総
会
（
北
大
学
術
交
流
会
館
、
写
真

４
）、
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
五
月
に
は
第
四
三
回
日
本

神
経
学
会
総
会
（
ロ
イ
ト
ン
札
幌
）
の
主
催
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
（
写
真
５
）。
会
長
講
演
で
あ
る
「
時
、
場
所
、
人
と
神
経

学
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
北
大
神
経
内
科
の
経
緯
と
発
展
を
全
国

に
紹
介
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
北
大
か
ら
は
神
経
内
科
の
み
な

ら
ず
、
脳
神
経
外
科
、
放
射
線
科
の
ス
タ
ッ
フ
が
教
育
講
演
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
た
。

こ
の
よ
う
に
教
室
は
順
調
に
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
一
〇
月
に
は
長
ら
く
教
室
運
営
の

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
森
若
助
教
授
が
札
幌
南
病
院

へ
転
出
し
、
佐
々
木
講
師
が
助
教
授
へ
、
菊
地
助
手
が
講
師
へ

昇
任
し
、
新
た
に
緒
方
昭
彦
助
手
の
採
用
と
な
っ
た
。
二
〇
〇

三
（
平
成
一
五
）
年
三
月
に
は
田
代
教
授
の
最
終
講
義
が
あ

り
、
退
官
記
念
祝
賀
会
が
三
月
二
二
日
に
札
幌
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
（
写
真
６
）。
退
官
後
、
田

代
教
授
は
北
大
名
誉
教
授
と
し
て
の
称
号
を
付
与
さ
れ
、
北
海

道
医
療
大
学
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
ま
た
、
同
年
四
月
一
日

よ
り
菊
地
講
師
が
助
教
授
に
昇
任
し
た
。

佐
々
木
秀
直
教
授
時
代
（
二
〇
〇
三
〜
）

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
七
月
一
六
日
、
二
代
目
と
し
て

佐
々
木
秀
直
教
授
が
発
令
さ
れ
、
教
室
の
運
営
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
。
八
月
二
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
就
任
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
年
一
〇
月
一
日
、
緒
方
助
手
の
講
師

へ
の
昇
任
、
矢
部
一
郎
助
手
の
新
規
採
用
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇

四
（
平
成
一
六
）
年
二
月
二
四
日
、
労
働
科
学
研
究
「
こ
こ
ろ

の
健
康
科
学
研
究
発
表
会
」
を
医
学
部
臨
床
大
講
堂
で
開
催
し

た
（
世
話
人
田
代
邦
雄
）。
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
一
〇

月
一
日
緒
方
講
師
の
退
職
に
伴
い
、
矢
部
助
手
が
講
師
に
昇
任

し
、
新
た
に
辻
幸
子
（
現
秋
本
）
が
助
手
に
採
用
さ
れ
た
。
こ

の
間
、
大
学
教
員
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
定
数
削
減
計
画
に
伴
い
、

神
経
内
科
の
医
学
研
究
科
付
き
有
給
ポ
ス
ト
は
他
の
診
療
科
と

同
じ
く
三
ポ
ス
ト
（
教
授
一
、
助
教
授
一
、
助
手
一
）
と
な

り
、
病
院
に
神
経
内
科
付
き
助
教
ポ
ス
ト
一
が
調
整
に
よ
り
配

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
九
月

に
菊
地
助
教
授
が
国
立
病
院
機
構
札
幌
南
病
院
に
転
出
し
た
こ 写真６ 田代教授退官記念祝賀会に列席した関係者及び来賓

写真４ 第４３回日本神経学会総会での記念写真写真５ 第１８回日本神経治療学
会総会での記念写真
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と
に
と
も
な
い
、
こ
の
配
置
が
確
定
し
た
。
同
年
、
カ
ナ
ダ
の

マ
ッ
ク
ギ
ル
大
学
医
学
部
に
留
学
し
て
い
た
新
野
正
明
が
帰
国

し
、
一
〇
月
一
日
よ
り
助
手
に
採
用
さ
れ
た
。
同
二
〇
〇
六

（
平
成
一
八
）
年
一
一
月
一
日
、
矢
部
講
師
は
助
教
授
に
昇
任

し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
大
学
教
員
の
名
称
変
更
が
あ
り
、
助
教
授

は
准
教
授
、
助
手
は
助
教
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇

〇
七
（
平
成
一
九
）
年
九
月
二
三
日
に
は
、
ヒ
ル
ト
ン
小
樽
に

て
、
教
室
と
同
門
会
の
共
催
に
よ
り
「
神
経
内
科
創
設
二
〇
周

年
記
念
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
た
（
写
真
７
）。
田
代
名
誉
教

授
か
ら
は
「
北
大
神
経
内
科
は
如
何
に
し
て
誕
生
し
た
か
」、

来
賓
と
し
て
参
加
頂
い
た
日
本
神
経
学
会
の
葛
原
茂
樹
理
事
長

か
ら
は
「
私
とN

eurology

」
と
題
し
て
、
記
念
講
演
を
頂
い

た
。二

〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
四
月
に
医
局
は
病
院
管
理
棟
二

階
か
ら
医
学
研
究
科
中
研
究
棟
一
階
東
側
に
移
転
し
た
。
神
経

内
科
も
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
よ
り
の
大
学
の
独
立
行
政

法
人
化
、
卒
後
臨
床
研
修
の
義
務
化
、
名
義
貸
し
問
題
な
ど
、

幾
つ
か
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
は
あ
る

が
、
教
室
員
に
は
新
人
が
加
わ
っ
て
い
る
。
神
経
内
科
学
教
室

の
扉
に
は
、
以
前
と
同
じ
く
、
講
座
昇
格
を
記
念
し
て
作
成
し

た
、
当
時
の
金
色
に
輝
く
表
札
が
今
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
写

真
８
）。
田
代
名
誉
教
授
は
北
海
道
医
療
大
学
教
授
を
退
職
さ

れ
た
後
は
、
北
祐
会
神
経
内
科
病
院
顧
問
と
し
て
診
療
と
若
手

の
教
育
に
尽
く
し
た
。
森
若
前
助
教
授
は
北
海
道
医
療
大
学
教

授
と
し
て
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
教
育
と
大
学
運
営
に
携
わ
る
傍

ら
、
二
代
目
同
門
会
長
に
就
任
し
た
。
菊
地
前
助
教
授
は
札
幌

市
内
の
二
つ
の
国
立
病
院
（
札
幌
南
病
院
と
西
札
幌
病
院
）
が

統
合
さ
れ
て
新
た
に
発
足
し
た
北
海
道
医
療
セ
ン
タ
ー
の
副
院

長
と
し
て
、
機
構
整
備
に
活
躍
し
て
い
る
。
と
も
に
、
教
室
の

運
営
に
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
る
。

以
上
が
、
学
内
か
ら
み
た
神
経
内
科
の
創
設
前
夜
か
ら
現
在

ま
で
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
北
大
医
学
部
脳
神
経
外
科
の
な
か

に
神
経
内
科
が
活
動
を
開
始
し
た
の
が
一
九
七
三
（
昭
和
四

八
）
年
と
す
れ
ば
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
は
数
え
て
三

七
年
目
に
当
た
る
。
そ
の
間
、
教
室
と
そ
の
出
身
者
は
北
海
道

庁
や
北
海
道
難
病
連
が
主
催
す
る
医
療
相
談
や
難
病
検
診
業
務

の
大
部
分
を
担
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し

て
、
神
経
疾
患
を
診
療
す
る
た
め
に
道
内
医
療
機
関
に
神
経
内

科
を
開
設
し
て
き
た
。
幾
多
の
施
設
の
中
で
現
在
も
機
能
し
て

い
る
施
設
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
教
室
出
身
者
が
一
九
七
三

（
昭
和
四
八
）
年
四
月
に
は
国
立
療
養
所
札
幌
南
病
院
に
て
神

経
疾
患
の
診
療
を
開
始
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
一
一
月

に
は
北
祐
会
神
経
内
科
病
院
が
開
院
し
た
。
そ
の
後
は
、
一
九

八
三
（
昭
和
五
八
）
年
四
月
に
釧
路
労
災
病
院
、
一
九
八
九

（
平
成
元
）
年
五
月
に
は
市
立
函
館
病
院
、
一
九
九
二
（
平
成

四
）
年
七
月
に
は
市
立
札
幌
病
院
、
同
年
一
一
月
に
は
伊
達
赤

十
字
病
院
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
四
月
に
は
苫
小
牧
市
立

病
院
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
四
月
に
は
帯
広
厚
生
病
院
、

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
四
月
に
は
旭
川
赤
十
字
病
院
の
順

で
神
経
内
科
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
美
唄
労
災
病
院
や
国

立
函
館
病
院
へ
も
一
時
、
教
室
か
ら
赴
任
し
た
が
、
そ
の
後
の

医
療
環
境
の
変
化
や
施
設
の
運
営
方
針
の
変
遷
な
ど
に
よ
り
、

退
職
者
の
補
充
を
断
念
し
た
。
ま
た
、
北
見
赤
十
字
病
院
や
稚

内
市
立
病
院
に
は
非
常
勤
で
定
期
的
に
診
療
応
援
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
教
室
で
は
地
域
の
基
幹
病
院
に
神
経
内

科
を
開
設
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
地
域
に
お
い
て
は
神
経
疾

患
医
療
の
中
核
を
担
い
、
卒
後
教
育
病
院
と
し
て
北
大
病
院
と

連
携
し
な
が
ら
後
継
者
教
育
の
一
翼
も
担
っ
て
機
能
し
続
け
て

い
る
。

こ
こ
で
専
門
医
の
育
成
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
日
本

神
経
学
会
で
は
神
経
内
科
専
門
医
の
認
定
を
行
っ
て
い
る
。
一

九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
よ
り
北
大
で
神
経
内
科
診
療
の
開
始

以
来
、
ほ
ぼ
毎
年
に
わ
た
り
新
規
に
入
局
者
が
加
わ
っ
て
き

た
。
北
大
病
院
で
始
ま
っ
た
二
年
間
の
内
科
初
期
研
修
以
後
は

写真７ 神経内科創設２０周年記念祝賀会

写真８ 神経内科の表札
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年度

（　　　　　　　　　　　　　　）

人数

累計 入局者/後期研修医図 1　神経内科の研修者数

卒
後
三
年
目
の
入
局
と
な
っ
て
い
る
。
表
に
示
し
た
数
字
は
、

後
期
研
修
医
（
卒
後
三
年
目
以
降
）
の
神
経
内
科
研
修
生
の
推

移
で
あ
る
（
図
１
）。
初
期
研
修
医
は
こ
の
中
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
八
月
現
在
ま
で
に
累
計

で
一
二
四
名
が
北
大
神
経
内
科
で
学
ん
だ
。
そ
の
な
か
に
は
内

科
、
脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
か
ら
の
研
修
生
が
若
干
名
含
ま

れ
て
い
る
。
残
り
は
神
経
内
科
を
専
攻
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

専
門
医
資
格
を
修
得
し
て
道
内
外
で
教
育
、
診
療
、
研
究
の
最

前
線
で
活
躍
し
て
い
る
。

最
後
に
神
経
内
科
の
研
究
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
神

経
内
科
の
診
療
と
す
る
疾
患
は
脳
・
脊
髄
、
末
梢
神
経
、
骨
格

筋
を
中
心
と
す
る
機
能
的
・
器
質
的
疾
患
で
あ
る
。
こ
の
中
に

は
発
達
か
ら
老
化
ま
で
、
多
彩
な
疾
患
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
中
か
ら
北
大
神
経
内
科
で
は
、
北
国
に
多
い
多
発
性
硬
化

症
、
難
治
性
神
経
疾
患
と
し
て
は
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
の
四
疾
患
に
重
点
的
に

取
り
組
み
、
臨
床
の
み
な
ら
ず
様
々
な
基
礎
的
研
究
技
法
を
取

り
入
れ
て
、
内
外
に
そ
の
成
果
を
発
信
し
て
き
た
。
こ
の
領
域

で
は
、
日
本
に
お
け
る
指
導
的
研
究
者
も
し
く
は
臨
床
医
が
教

室
か
ら
育
っ
て
、
活
躍
し
て
い
る
。
田
代
邦
雄
前
教
授
は
、
厚

生
省
特
定
疾
患
神
経
変
性
疾
患
調
査
研
究
班
の
班
長
を
二
期
六

年
、
務
め
た
。
筋
・
末
梢
神
経
疾
患
に
関
し
て
は
、
四
研
時
代

か
ら
継
続
し
て
生
検
組
織
の
免
疫
組
織
化
学
診
断
を
行
い
、
道

内
の
筋
疾
患
診
療
を
支
え
て
き
た
。
最
近
は
、
Ｉ
Ｔ
環
境
の
整

備
に
よ
り
関
連
病
院
と
定
期
的
に
Ｎ
ｅ
ｔ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
関
連
病
院
に
お
け
る
筋
疾
患
の
診
療
水
準

の
維
持
と
卒
後
教
育
に
努
め
て
い
る
。

神
経
内
科
の
黎
明
期
と
設
立
の
経
緯
、
そ
の
後
の
発
展
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
教
室
の
業
績
集
や
同
門
会
関
係
の
冊
子
を
参

考
に
し
た
。
ま
た
不
明
な
点
は
、
田
代
名
誉
教
授
と
森
若
同
門

会
会
長
（
前
助
教
授
）
が
補
筆
し
た
。

神
経
内
科
の
現
在
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
神
経
内
科

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
ご
参
照
頂
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

参
考
文
献

北
海
道
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科

神
経
内
科
部
門
の
あ
ゆ
み
、
脳
神
経

外
科
神
経
内
科
部
門

一
九
八
八
年
一
〇
月
刊
行
。

北
海
道
大
学
神
経
内
科

開
設
ま
で
の
歩
み

一
九
七
三－

一
九
八
三
、

医
学
部
附
属
病
院
神
経
内
科

一
九
八
八
年
三
月
刊
行
。

北
大
脳
神
経
外
科

同
門
会
会
誌

第
４
号
、
北
大
脳
神
経
外
科
同
門

会

一
九
八
八
年
七
月
刊
行
。

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院

神
経
内
科

開
設
五
周
年
記
念
誌
、
医

学
部
附
属
病
院
神
経
内
科
一
九
九
三
年
五
月
刊
行
。

北
海
道
大
学
神
経
内
科
の
あ
ゆ
み｜

そ
の
誕
生
か
ら
診
療
科
、
講
座
そ
し

て
大
学
院
研
究
科
ま
で
、
神
経
内
科
学
分
野

一
九
九
九
年
一
二
月
刊

行
。

田
代
邦
雄
教
授

退
官
記
念
業
績
集

一
九
七
三－

二
〇
〇
二
、
神
経
内

科
学
分
野

二
〇
〇
三
年
三
月
刊
行
。

北
海
道
大
学
神
経
内
科
創
設
二
〇
周
年
記
念
誌
、
二
〇
周
年
記
念
誌
編
集

委
員
会

二
〇
〇
八
年
三
月
刊
行
。

（
佐
々
木

秀
直
）
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Lady Canton
（この文章は北大医学部九十年史に掲載されたものです。）
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